
町会・自治会に加入しましょう!! 町会・自治会は、地域に住む人たちが、明るく住みよい町づくりをめざして、
地域におけるいろいろな問題の解決に取り組んでいる自主的団体です。（ ）

（1）　　　　　令和５年３月1日 第303号い た ば し 町 連

板 橋 区 町 会 連 合 会

第303号

坂本区長の年頭挨拶

快適ライフのアドバイザー
多様化するニーズに対応するため

これからもアイデーマンは躍進していきます

IDグループ

東京都板橋区南常盤台1-11-9　IDビル

tel:(03)3973-8529 fax:(03)3959-6067
電気設備設計施工　空調設備設計施工　床暖房工事

永らくご愛顧いただきありがとうございました。
３月末日をもって閉店いたします。

板橋区上板橋1-27-7　TEL（3931）9610
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５
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１
月
５
日（
木
）午
前
11
時

か
ら
植
村
記
念
加
賀
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
今

年
も
昨
年
に
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
懇

談
会
は
中
止
と
な
っ
た
も
の

の
、
官
民
を
問
わ
ず
様
々
な

分
野
で
活
動
さ
れ
て
い
る

方
々
７
４
３
名
が
出
席
し
て

令
和
５
年
板
橋
区
新
年
賀
詞

交
歓
会
が
開
催
さ
れ
た
。　

　

は
じ
め
に
坂
本
健
区
長
が

挨
拶
に
立
ち
、
参
会
者
並
び

に
57
万
区
民
に
対
し
て
新
年

の
お
祝
い
を
述
べ
た
。

　
（
区
長
挨
拶
要
旨
）

　
『
私
が
区
長
に
就
任
し
て
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以
来
、
こ
れ
ま
で
16
年
間
に

わ
た
り
、「
も
て
な
し
の
心
」

を
信
条
と
し
て
「
あ
た
た
か

い
人
づ
く
り
、
や
さ
し
い
区

政
」の
実
現
に
向
け
、全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま

し
て
区
政
は
着
実
に
前
進
し

続
け
て
お
り
ま
す
。こ
れ
も
、

ひ
と
え
に
、
区
民
の
皆
様
を

は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
理
解

と
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
ま

す
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
と
、昨
年
は
、ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
受
け
て
、

世
界
平
和
へ
の
願
い
が
強

ま
っ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
後
直
ち
に
、
区
議
会

と
連
名
で
、
強
い
非
難
と
平

和
的
解
決
を
図
る
よ
う
、
強

く
求
め
る
声
明
を
発
表
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
や
円
安
の
進
行
等
に
よ
っ

て
物
価
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

が
高
騰
し
、
長
期
化
す
る
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
と
相
ま
っ
て
、

区
民
生
活
や
中
小
企
業
の
経

営
は
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま

し
た
。区
は
、区
民
の
生
命
と

健
康
・
財
産
を
守
る
こ
と
を

第
一に
、区
民
生
活
や
中
小
企

業
の
支
援
と
地
域
経
済
の
活

性
化
な
ど
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
の
区
政
を
振

り
返
り
ま
す
と
、
区
制
施
行

90
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で

あ
り
ま
し
た
。板
橋
の
ま
ち

全
体
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
見
立

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
を
描

く
「
い
た
ば
し
未
来
パ
レ
ッ

ト
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、様
々

な
記
念
事
業
を
通
し
て
区
民

の
皆
様
と
と
も
に
祝
い
、
継

承
と
刷
新
の
精
神
で
、
新
た

な
時
代
へ
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
く
取
組
を
実
施
し

　

３
月
は
、町
会
連
合

会
支
部
及
び
関
係
機

関
・
団
体
が
協
力
し
て
、

春
の
訪
れ
を
謳
歌
す
る

桜
ま
つ
り
を
左
表
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で

は
、各
種
模
擬
店
や
演

芸
・
音
楽
演
奏
・
子
ど
も

コ
ー
ナ
ー
な
ど
、い
ろ

い
ろ
な
催
し
物
が
行
わ

れ
ま
す
。お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、お
近
く
の

「
桜
ま
つ
り
」に
ぜ
ひ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

 平成28年２月19日現在、式典日時順。桜まつり行事予定表 令和５年２月15日現在、式典日時順

※各桜まつりの行事内容や雨天時の開催・中止決定等、詳しくは管轄の地域センターにお問い合わせください。

行　事　名 開　催　日 開 催 時 間 式　典 会　場 支部名

桜川小学校校庭
（東新町2-29-1） 桜川さくらまつり

仲町地区桜まつり

常盤台桜まつり

蓮根桜まつり

志村坂上地区
桜まつり

舟渡桜まつり

板橋支部桜まつり

徳丸桜まつり

前野桜まつり

３月２５日(土)

３月２６日(日)

３月２６日(日)

３月２６日(日)

３月２６日(日)

３月２６日(日)

３月２６日(日)

３月２６日(日)

３月２６日(日)

10時30分

９時２0分

９時30分

10時

10時30分

11時

11時

11時30分

12時

桜　　川

仲　　町

常　盤　台

蓮　　根

志村坂上

舟　　渡

板　　橋

徳　　丸

前　　野

10時30分～15時

９時２0分～14時

９時３０分
～12時30分

10時～15時

10時～15時

10時～14時30分

11時～15時

1１時～15時

10時30分～15時 前野公園 (前野町5-1-1)
雨天時：エコポリスセンター

都立浮間公園（舟渡2-1）

板橋第五中学校校庭
（板橋4-49-3）

板橋交通公園
（大山西町21-1）

平和公園 (常盤台４-３）

城北公園野球場 (坂下2-19-1)
雨天時：蓮根地域センター

小豆沢公園野球場
（小豆沢3-1-1）

西徳第一公園
（徳丸1-42-1）

春
だ
！
出
か
け
よ
う
！

各
支
部
桜
ま
つ
り
ご
案
内

各
支
部
桜
ま
つ
り
ご
案
内

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

１
月
に
は
、
２
０
５
０
年

に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質

ゼ
ロ
を
め
ざ
す
「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
い
た
ば
し
２
０
５
０
」

を
表
明
い
た
し
ま
し
た
。

　

４
月
に
は
、
旧
板
橋
第
三

小
学
校
跡
地
を
活
用
し
て

「
板
橋
区
子
ど
も
家
庭
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
、

７
月
か
ら
は
政
令
指
定
を
受

け
て
児
童
相
談
所
設
置
市
と

な
り
ま
し
た
。総
合
的
で
切

れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

５
月
に
は
、国
か
ら「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
に
選
定
さ

れ
ま
し
た
。特
に
、板
橋
区
が

推
進
し
て
い
る
「
絵
本
の
ま

ち
」は
、イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
市
と
の
交
流
を
き
っ
か

け
に
育
ん
で
き
た
絵
本
文
化

を
大
切
に
、
ど
こ
で
も
身
近

に
、
誰
も
が
わ
か
り
や
す
く

理
解
で
き
る「
絵
本
」の
特
徴

を
区
政
全
般
に
生
か
し
て
お

り
、
板
橋
区
ら
し
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
と
し

て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
に
は
、
区
立
文

化
会
館
で
90
周
年
記
念
式
典

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。地

方
自
治
等
の
発
展
や
地
域
福

祉
の
向
上
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
に

寄
与
さ
れ
た
方
々
な
ど
、
区

政
に
多
大
な
る
ご
貢
献
を
い

た
だ
い
た
約
８
０
０
名
の

方
々
と
16
団
体
の
代
表
の

方
々
に
感
謝
状
を
贈
呈
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
・
11
月
に
は
、
３
年

ぶ
り
に
区
民
ま
つ
り
と
農
業

ま
つ
り
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。安
心
・
安
全

を
最
優
先
に
、
感
染
予
防
を

徹
底
し
な
が
ら
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
が
、
会
場
は
賑
わ

い
と
熱
気
で
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
今
年
の
主

な
取
組
に
つ
い
て
少
し
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
い
た
ば
し

№
１
実
現
プ
ラ
ン
２
０
２
５

の
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。こ

れ
ま
で
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
き
た
コ
ロ
ナ
対
策
と

共
に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
戦
略
、デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
、
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
の
３
つ
を
柱
と
す
る
重
点

戦
略
の
さ
ら
な
る
展
開
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
コ
ロ
ナ
対
策
に

つい
て
は
、
医
療
提
供
体
制
の

確
保
や
感
染
拡
大
の
防
止
を

徹
底
し
な
が
ら
、物
価
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
対
策
と

併
せ
て
、
区
民
生
活
や
中
小

企
業
の
経
営
支
援
、
及
び
地

域
経
済
の
活
性
化
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
戦
略
で
は
、「
Ｓ

Ｄ
Ｇｓ
未
来
都
市
」に
選
定
さ

れ
た
こ
と
を
契
機
に
、「
絵
本

の
ま
ち
」
の
推
進
と
併
せ
て
、

「
子
育
て
の
し
や
す
さ
が
定

住
を
生
む
教
育
環
境
都
市
」

の
実
現
に
向
け
た
取
組
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョン
戦
略
で
は
、
地
域

デ
ジ
タ
ル
通
貨
と
し
て
昨
年

10
月
に
導
入
し
た
「
い
た
ば

し
Ｐａｙ
」は
、
30
％
の
プ
レ
ミ

ア
ム
率
で
総
額
19
億
５
千
万

円
を
販
売
し
、
千
店
舗
近

く
、
約
２
万
８
千
人
の
方
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。今
後
は
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
加
え
、
ポ
イ
ン
ト

を
活
用
し
た
行
政
課
題
の

解
決
や
ア
プ
リ
を
通
じ
た

情
報
発
信
な
ど
に
活
用
の

幅
を
拡
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
で
は
、

「
絵
本
の
ま
ち
板
橋
」の
推

進
に
あ
た
り
、
中
央
図
書

館
や
美
術
館
を
中
心
に
、

様
々
な
事
業
の
横
断
的
な

連
携
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　

中
央
図
書
館
を「
絵
本

の
ま
ち
」
の
発
信
拠
点
と
し

て
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
を
め

ざ
し
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
さ

ら
な
る
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、「
駅
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
」で
は
、区
民
の
悲
願
で

あ
る
東
武
東
上
線
の
連
続
立

体
化
が
動
き
出
し
た
の
を
は

じ
め
、大
山
・
板
橋
・
上
板
橋
、

そ
れ
ぞ
れ
の
駅
周
辺
で
ま
ち

づ
く
り
が
同
時
並
行
的
に
目

を
見
張
る
進
展
を
見
せ
て
い

ま
す
。

　

以
上
、
新
年
度
の
取
組
の

一
端
を
披
露
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
東
京
で
一

番
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」
の

実
現
に
向
け
て
、
全
力
で
挑

戦
し
て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま

す
。引
き
続
き
、「
も
て
な
し

の
心
」
で
「
未
来
へ
の
責
任
」

を
果
た
す「
高
い
使
命
感
」を

持
っ
て
、
質
の
高
い
区
民
本

位
の
区
政
経
営
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
区
民
の

皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解

と
ご
支
援
・
ご
協
力
を
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。』

　

引
き
続
き
、
坂
本
あ
ず
ま

お
区
議
会
議
長
の
挨
拶
、
下

村
博
文
衆
議
院
議
員
挨
拶
と

発
声
に
よ
る
万
歳
三
唱
が
行

わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
舞
台
で
は
赤
塚

諏
訪
神
社
獅
子
舞
保
存
会
、

日
本
趣
味
の
つ
ど
い
、
板
橋

区
三
曲
連
盟
に
よ
る
演
舞
・

演
奏
等
が
披
露
さ
れ
、
12
時

過
ぎ
に
閉
会
し
た
。



い た ば し 町 連 令和５年3月1日　　　　　（2）第303号

　

成
人
の
日
の
１
月
９
日
、
板

橋
区
内
18
か
所
に
お
い
て
、

「
二
十
歳
（
は
た
ち
）
の
つ
ど

い
」が
開
催
さ
れ
た
。

　

板
橋
区
で
今
年
20
歳
を
迎

え
た
の
は
、
平
成
14
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
、５
、０
４
８
名（
令

和
４
年
11
月
27
日
現
在
）
で
、

参
加
者
は
２
、６
２
９
名（
52
・

１
％
）だ
っ
た
。

　

各
地
区
と
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を

講
じ
、
規
模
に
応
じ
２
部
制
に

す
る
な
ど
、
短
時
間
の
式
典
を

行
っ
た
。

　

ま
た
、
各
会
場
で
は
趣
向
を

凝
ら
し
た
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
を

用
意
し
、
参
加
者
は
久
し
ぶ
り

に
再
会
し
た
友
人
ら
と
楽
し

そ
う
に
写
真
撮
影
を
行
っ
て

い
た
。

　

な
お
、
板
橋
区
で
は
今
後
も

20
歳
を
対
象
と
し
、「
二
十
歳

の
つ
ど
い
」
と
し
て
、
成
人
の

日
に
お
祝
い
を
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

仲町地区（仲町地域センター）

清水地区（志村第三小学校）

舟渡地区（舟渡ホール）

成増地区（成増アクトホール）

熊野地区（文化会館大会議室）

仲宿地区（グリーンホール）

常盤台地区（上板橋第四小学校）

蓮根地区（志村第六小学校）

下赤塚地区（下赤塚地域センター）

（ﾒｯｾｰｼﾞｶｰﾄﾞ）生まれてから 20 年の主な出来事

大谷口地区（上板橋第二中学校）

中台地区（志村第五小学校）

桜川地区（桜川地域センター）

高島平地区（高島平区民館ホール）

富士見地区（富士見地域センター）

志村坂上地区（グリーンカレッジホール）

前野地区（前野小学校）

徳丸地区（きたのホール）

板橋地区（植村記念加賀スポーツセンター）坂本健区長祝辞（メッセージカード）

～最も身近で、最も頼りにされる金融機関を目指して～

板 橋 支 店　 板橋区板橋2-67-8　　　　☎（3961）5371（代）
大 山 支 店　 板橋区大山町22-5　　　　☎（3956）1161（代）
志 村 支 店　 板橋区小豆沢1-11-7　　　☎（3966）0136（代）
志村坂下支店　 板橋区東坂下2-16-4　　　☎（3968）0481（代）
成 増 支 店　 板橋区成増1-29-7　　　　☎（3930）7136（代）
上板橋支店　 板橋区桜川3-21-11　　　☎（3559）1491（代）

東京信用金庫
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町
の
功
労
者
等
感
謝
状
贈
呈
式

及
び
地
域
振
興
研
修
会
を
開
催

「
青
少
年
表
彰
」

表
彰
式
開
催

　

12
月
23
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
か
ら
区
立
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
町
の

功
労
者
等
へ
の
感
謝
状
贈
呈

式
（
板
橋
区
主
催
）
が
行
わ

れ
、
終
了
後
引
き
続
き
同
会

場
で
第
37
回
地
域
振
興
研
修

会
（
共
催
：
板
橋
区
町
会
連

合
会
・
社
会
福
祉
法
人 

板

橋
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
後

援
：
板
橋
区
）
が
開

催
さ
れ
た
。

　

感
謝
状
贈
呈
式
で

は
、
永
年
に
わ
た
り

住
み
よ
い
町
づ
く
り

や
防
災
事
業
な
ど
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
町

の
功
労
者
２
３
９
名

と
防
災
功
労
者
34

名
、
集
団
回
収
登
録

団
体
14
団
体
が
対
象

と
な
り
、
坂
本
健
区

長
か
ら
分
野
別
地
域

別
代
表
者
に
感
謝
状

が
手
渡
さ
れ
た
。
そ

　

１
月
14
日（
土
）午
後
３
時

か
ら
坂
下
一
丁
目
の
電
設
健

保
総
合
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

「
へ
る
す
ぴ
あ
」
に
お
い
て
、

令
和
５
年
志
村
消
防
団
始
式

が
、
１
月
22
日（
日
）午
前
10

時
か
ら
植
村
記
念
加
賀
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
板
橋
消
防
団
始
式
が
そ

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。

　

仕
事
納
め
と
な
る
昨
年
12

月
28
日
、
平
塚
幸
雄
町
連
会

長
と
小
林
英
子
、榎
本
進
、露

木
保
文
、
石
川
隆
彦
及
び
山

家
正
道
副
会
長
が
区
役
所
を

訪
れ
、
坂
本
区
長
に
一
年
間

の
ご
指
導
・
ご
協
力
に
感
謝

し
、
町
会
連
合
会
の
発
展
の

た
め
尽
力
す
る
旨
の
年
末
の

あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

坂
本
区
長
か
ら
も
日
頃
の

活
動
に
感
謝
す
る
。区
と
町

連
は
車
の
両
輪
と
し
て
、
共

に
歩
ん
で
い
く
と
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
た
。

　

中
台
地
域
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
実
行
委
員
会（
山

田
忠
德
委
員
長
＝
町
連

中
台
支
部
長
）主
催
に
よ

る
第
31
回
作
品
展
が
、２

月
４
日（
土
）・
５
日（
日
）

中
台
地
域
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
作
品
展
は
、中
台

地
区
の
方
々
が
日
頃
の

創
作
活
動
の
成
果
を
披

露
す
る
場
と
し
て
、
書

道
・
華
道
・
絵
画
・
絵

手
紙
・
手
工
芸
品
な
ど
、

団
体
や
個
人
の
作
品
が

展
示
さ
れ
た
。

　

い
ず
れ
の
作
品
も
力

作
揃
い
で
、訪
れ
た
人
た

ち
も
感
心
し
て
い
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
防
災
訓
練

に
参
加
し
て
ま
す
か
？ 
　

板
橋
区
で
は
「
総
合
防

災
訓
練
」
と
銘
打
ち
、
区

内
全
域
で
同
じ
日
に
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。今
回

は
支
部
に
よ
り
避
難
所

運
営
の
要
素
を
加
え
た

内
容
も
あ
り
、
普
段
知
ら

な
い
避
難
所
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
で
き
る
良

い
機
会
で
す
。

※
訓
練
会
場
・
時
間
・

内
容
等
は
、
各
町
会
・
自

治
会
（
＝
住
民
防
災
組

織
）ま
た
は
地
域
セ
ン
タ
ー

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

12
月
17
日（
土
）10
時
か
ら

区
立
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

で
、「
板
橋
区
青
少
年
表
彰
」

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
や
消
防

少
年
団
、
あ
る
い
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
で
、
中
心
的

な
役
割
を
果
た
し
他
の
模
範

と
な
る
活
動
が
評
価
さ
れ

た
、個
人
15
名
、団
体
３
団
体

が
表
彰
さ
れ
た
。

　

中
川
修
一
教
育
長
か
ら

は
、
長
い
間
の
活
動
に
感
謝

す
る
旨
の
言
葉
が
贈
ら
れ
て

い
た
。

　

続
い
て
、
青
少
年
健
全
育

成
地
区
委
員
会
連
合
会
の
古

谷
茂
会
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
た
。

　

最
後
に
被
表
彰
者
を
代
表

し
て
、
榎
本
茜
音
さ
ん
の
謝

の
後
、
坂
本
区
長
に
よ
る
受

賞
者
へ
の
感
謝
を
込
め
た
挨

拶
及
び
坂
本
あ
ず
ま
お
区
議

会
議
長
の
お
祝
い
の
言
葉
が

あ
り
、
そ
れ
に
応
え
て
高
田

美
種
氏
（
仲
町
支
部
幸
町
町

会
会
長
）
か
ら
受
賞
者
を
代

表
し
て
謝
辞
が
述
べ
ら
れ

た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
地
域

振
興
研
修
会
で
は
、
は
じ
め

に
平
塚
幸
雄
町
連
会
長
及
び

相
田
義
正
社
協
会
長
か
ら

「
今
後
の
住
み
良
い
ま
ち
づ

く
り
と
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
に
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
。
」
旨
の
主
催

者
挨
拶
が
あ
り
、
本
題
に

入
っ
た
。

　

今
回
の
研
修
会
は
元
Ｎ
Ｈ

Ｋ
キ
ャ
ス
タ
ー
で
、
現
在
フ

リ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
の
堀
尾
正

明
氏
を
講
師
に
お
招
き
し

て
、
『
地
域
活
性
化
の
決
め

手
は
こ
れ
だ
！
「
ご
近
所
の

底
力
・
取
材
活
動
か
ら
」
』

と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し

た
。

　

堀
尾
氏
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
時
代
に

は
多
く
の
番
組
を
担
当
し
、

「
ご
近
所
の
底
力
」
の
番
組

司
会
・
取
材
で
地
域
活
性
化

の
ト
レ
ン
ド
を
作
ら
れ
た
。

ユ
ー
モ
ア
を
織
り
交
ぜ
た
講

演
に
参
加
者
は
聞
き
入
っ
て

い
た
。

　

＊
町
の
功
労
者
等
感
謝
状

贈
呈
対
象
者
氏
名
及
び
団
体

名
称
は
前
号
（
３
０
２
号
・

１
月
号
）
に
掲
載
済
で
す
。代表して謝辞を述べる高田会長

新入団員による決意表明（板橋消防団）

団旗・分団旗入場（志村消防団）

区長へ年末の挨拶をする平塚会長

代表して謝辞を述べる榎本さん 挨拶する中川教育長

開会式で挨拶する山田実行委員長（支部長）大勢の来場者が作品を鑑賞

起震車体験 心臓マッサージとAEDを使った訓練

挨拶する坂本区長

堀尾氏による講演の様子

中
台
地
域

セ
ン
タ
�

作
　

品
　

展

中
台
地
域

セ
ン
タ
�

作
　

品
　

展

３
月
12
日
は

 

総
合
防
災
訓
練

辞
で
式
典
は
終
了
し
た
。

　

被
表
彰
者
ら
は
、
そ
れ
ぞ

れ
家
族
や
推
薦
者
ら
と
舞
台

上
で
記
念
撮
影
を
行
っ
て
い

た
。

板
橋
・
志
村

消
防
団
始
式

板
橋
・
志
村

消
防
団
始
式

　

消
防
団
員
は
、
仕
事
・
学

業
・
家
事
等
の
か
た
わ
ら
消

火
・
救
助
等
の
訓
練
を
重
ね
、

応
急
救
護
の
普
及
や
火
災
予

防
の
啓
発
活
動
に
携
わ
り
、

発
災
時
に
は
消
防
署
員
と
と

も
に
災
害
活
動
に
あ
た
る
地

域
に
密
着
し
た
防
災
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
。

　

式
典
は
、
昨
年
の
活
動
が

特
に
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
分

団
・
団
員
、
永
年
に
わ
た
っ

て
活
動
さ
れ
て
い
る
団
員
及

び
退
団
さ
れ
た
団
員
並
び
に

そ
の
ご
家
族
に
対
し
て
、
消

防
総
監
表
彰
・
板
橋
区
長
表

彰
・
消
防
署
長
表
彰
・
消
防

団
長
表
彰
な
ど
各
種
表
彰
・

感
謝
状
の
授
与
が
行
わ
れ

た
。

　

さ
ら
に
、
新
入
団
員
の
紹

介
と
そ
の
代
表
に
よ
る
決
意

表
明
が
行
わ
れ
た
。

　

式
典
は
粛
々
と
進
め
ら

れ
、
最
後
に
消
防
団
長
に
よ

る
謝
辞
で
終
了
し
た
。

自
助
力
・

　

共
助
力
Ｕ
Ｐ
！

年
末
区
長
訪
問

春
の
火
災
予
防
運
動
週
間

も
う
一
度　

確
認　

安
心　

火
の
用
心

３
月
１
日（
水
）〜
７
日（
火
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

〜
世
界
一
の
交
通
安
全
都
市
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
を
目
指
し
て
〜

５
月
11
日（
木
）〜
20
日（
土
）

令和５年令和５年

「
青
少
年
表
彰
」

表
彰
式
開
催

生前予約承ります
区民葬
福祉葬
都職
板橋青色申告会
郵政福祉
24時間霊安室有（冷蔵庫有り）
協定斎場2日間８万円（区内）
協定斎場2日間10万円（区外）

家族葬一式
新館（板橋区協定斎場）寝台車（営業車）24時間

〔本館有り〕

　　0120－88－5683
相談コーナー　03-3966-5683

板橋区志村3－1－16
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い
た
ば
し
町
連
３
０
２
号
（
１
月
発
行
）
の
「
い
た
ば
し

の
文
化
財
」
写
真
の
説
明
が
誤
っ
て
お
り
ま
し
た
。正
し
く

は「
東
光
寺
」で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

参加者で大賑わいの熊野神社

防災訓練参集風景

夏に開催「こども祭り」

シャフルボードを楽しむ子どもたち会場中央にクリスマスツリー

茂呂遺跡

板橋区大山町11-4-201
5926-8671

事務センター 板橋区南常磐台 1－36－8

併設の第三ホールにて法要等も承っております

大正15年
創 業

TEL（5943）7070　FAX（3964）0245

たとえばこんなことをご相談ください。
●介護や福祉サービスに関する契約手続きの不安。
●日常の通帳記入出金や各種支払いなど金銭管理の悩み。
●成年後見制度について知りたい。

権利擁護いたばしサポートセンター

社会福祉法人　板橋区社会福祉協議会
まずはお気軽にご相談ください。

株式会社

茂
呂
遺
跡

公
文
書
館
専
門
員
　
　
畠
山
　
聡

常
盤
台

熊
　
野

「
町
会
活
動

　
　
継
続
し
て
ま
す
」

「
わ
が
ま
ち
常
三
の
拠
点
」

短
　
歌

俳
　
句

　

令
和
４
年
９
月
10
日（
土
）、

晴
れ
渡
る
祭
り
日
和
の
中
、

熊
野
町
町
会
内
を
威
勢
の
い

い
掛
け
声
を
響
か
せ
な
が
ら

神
輿
を
担
ぐ
子
ど
も
た
ち
と

賑
や
か
に
山
車
を
引
く
親
子

が
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

10
時
に
町
会
事
務
所
前
を

出
発
し
た
子
ど
も
神
輿
と
山

車
は
、
11
時
に
熊
野
神
社
に

お
宮
入
り
し
、
参
加
者
と
町

会
員
を
含
む
地
域
の
方
々
全

員
が
神
前
に
て
お
祓
い
し
て

い
た
だ
い
た
後
、
人
で
埋
め

尽
く
さ
れ
た

境
内
で
全
員

が
二
礼
二
拍

手
一
礼
。神

様
に
日
頃
の

恵
み
に
感
謝

の
意
を
示
し

ま
し
た
。

　

町
会
事
務

所
前
に
戻
っ

　

昭
和
35
年
４
月
、
常
盤
台

三
丁
目
町
会
が
発
足
し
ま
し

た
。平
成
か
ら
令
和
に
代
わ

り
、
令
和
２
年
に
60
周
年
を

迎
え
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
が
懸

念
さ
れ
式
典
を
挙
行
す
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
と
し
て
感
染
予
防

用
品
・
記
念
誌
を
配
布
し
て

祝
賀
と
し
ま
し
た
。

　

町
会
活
動
の
中
心
と
な
っ

て
い
る
場
所
は
水
久
保
公
園

と
公
園
内
に
あ
る
集
会
所
で

す
。町
会
で
開
催
さ
れ
る
行

事
の
活
動
拠
点
で
す
。「
役
員

会
」、「
町
会
祭
典
」、「
こ
ど
も

　

令
和
４
年
12
月
18
日（
日
）、

舟
渡
小
学
校
体
育
館
で
、青

少
年
健
全
育
成
舟
渡
地
区
委

員
会
主
催
の「
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
実
施
さ
れ
、児
童
36
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

舟
　
渡

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

今
回
は
小
茂
根
五
丁
目
一

七
番
に
所
在
す
る
茂
呂
遺
跡

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。茂

呂
遺
跡
は
、
昭
和
二
十
六
年

（
一
九
五
一
）三
月
、
当
時
中

学
生
で
あ
っ
た
瀧
澤
浩
氏

が
、
縄
文
土
器
を
採
集
す
る

た
め
に
訪
れ
た
通
称
「
オ
セ

ド
山
」
と
呼
ば
れ
る
独
立
丘

陵
を
通
る
道
路
の
切
り
通
し

の
赤
土（
関
東
ロ
ー
ム
層
）か

ら
黒
曜
石
製
（
黒
色
火
山
ガ

ラ
ス
）
の
石
器
と
礫
（
小
石
）

群
を
発
見
し
た
こ
と
に
始
ま

る
。そ
の
後
、同
年
七
月
に
都

立
武
蔵
野
郷
土
館
（
現
江
戸

東
京
た
て
も
の
園
）
と
明
治

大
学
考
古
学
研
究
室
に
よ
る

調
査
が
行
わ
れ
、
関
東
ロ
ー

ム
層
中
か
ら
礫
群
に
ま
じ
っ

て
黒
曜
石
製
の
石
器
十
数
点

が
発
見
さ
れ
た
。

こ
れ
よ
り
二
年
前
の
昭
和

二
十
四
年
、
群
馬
県
新
田
郡

笠
懸
村（
現
み
ど
り
市
）の
岩

宿
遺
跡
で
は
、
相
沢
忠
洋
氏

が
関
東
ロ
ー
ム
層
の
中
か
ら

石
器
を
発
見
し
た
こ
と
を
受

け
、
明
治
大
学
考
古
学
研
究

室
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ

た
。そ
の
結
果
、縄
文
時
代
よ

り
も
古
い
旧
石
器
時
代
に
も

ヒ
ト
が
い
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
が
、
関
東
平
野
を

取
り
巻
く
諸
火
山
か
ら
噴
出

し
た
火
山
灰
が
厚
く
堆
積
し

た
も
の
が
関
東
ロ
ー
ム
層
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
場

所
に
ヒ
ト
な
ど
が
住
め
る
は

ず
な
い
と
考
え
て
い
た
当
時

の
学
会
は
、
岩
宿
遺
跡
の
発

見
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。と

こ
ろ
が
南
関
東
で
も
旧
石
器

時
代
の
茂
呂
遺
跡
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
あ
ら
た

め
て
旧
石
器
時
代
の
文
化
が

日
本
で
は
普
遍
的
に
広
が
っ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。ま
た
、こ
の
時
発
掘
さ

れ
た
黒
曜
石
製
の
ナ
イ
フ
形

石
器
は
、
そ
の
特
徴
的
な
形

状
か
ら
「
茂
呂
型
ナ
イ
フ
形

石
器
」と
名
付
け
ら
れ
た
。ナ

イ
フ
形
石
器
と
は
、
石
を
割

っ
た
時
に
で
き
る
鋭
い
割
れ

口
を
ナ
イ
フ
の
よ
う
な
形
に

整
形
し
た
も
の
で
、
木
な
ど

の
柄
の
先
に
つ
け
て
狩
猟
に

使
う
ヤ
リ
に
用
い
た
り
、
動

物
の
皮
や
肉
を
切
る
時
に
用

い
た
り
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
茂

呂
遺
跡
は
考
古
学
史
上
重
要

な
遺
跡
と
し
て
、
ま
た
発
見

さ
れ
た
茂
呂
型
ナ
イ
フ
形
石

器
は
日
本
の
旧
石
器
時
代
の

ナ
イ
フ
形
石
器
の
標
式
資
料

の
一
つ
と
し
て
広
く
知
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

茂
呂
遺
跡
で
は
、
栗
原
橋

に
近
い
オ
セ
ド
山
北
端
で
行

わ
れ
た
昭
和
二
十
六
年

の
調
査
に
続
き
、
同
五

十
五
年
に
は
同
南
端

で
、
同
五
十
七
年
に
は

同
東
端
で
調
査
が
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
旧
石
器

の
遺
跡
が
発
見
さ
れ

新
年
の
願
い
叶
わ
ず

コ
ロ
ナ
増
え
マ
ス
ク
外
す
は

今
な
お
遠
し徳丸　

山
下　
登
美 

白
白
と
秩
父
山
脈
静
か
な
り

戦
の
国
の
握
手
を
祈
る

赤
塚
新
町　

野
口　
三
枝

晴
れ
渡
る

空
に
蕾
を
か
ざ
し
つ
ゝ

辛
夷
一
本
崖
縁
に
立
つ

大
谷
口　

市
川　
茂
子

旧
き
友
と

逢
う
も
久
し
く
鎌
倉
の

浜
辺
を
歩
む
と
も
に
杖
つ
き

板
橋　

広
木　
啓
次

嬉
し
げ
に
抽
き
出
し
開
け

閉
め
曾
孫
一
歳
「
ニ
コ
ッ
」

と
笑
顔
は
前
歯
四
本

弥
生
町　

田
柳　
智
子

一
ノ
瀬
美
智
子
選

支
部
ニ
ュ
ー
ス

支
部
ニ
ュ
ー
ス

た
子
ど
も
た
ち
に
は
、
お
楽

し
み
の
お
菓
子
が
配
ら
れ
ま

し
た
。親
子
５
０
０
人
以
上

が
集
ま
り
ま
し
た
の
で
、
用

意
し
た
２
６
０
個
は
す
べ
て

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

大
人
神
輿
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
町
会
内
に
響
き

渡
る
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
、
と
携
わ
っ
た
町
会

役
員
全
員
が
感
じ
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　

熊
野
町
町
会
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
盆
踊
り
や

も
ち
つ
き
な
ど
の
町
会
行

事
、
特
に
子
ど
も
が
参
加
す

る
行
事
は
中
止
せ
ず
、
継
続

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
思
い
出
を

作
れ
る
の
は
今
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。今
後
も
コ
ロ
ナ
対
策

を
し
つ
つ
、
支
部
も
町
会
も

で
き
る
だ
け
活
動
を
止
め
ず

に
進
め
て
行
く
つ
も
り
で

す
。熊

野
支
部
長　

古
木 

勝
利

い
た
ば
し
の
文
化
財
8

た
。こ
れ
に
よ
り
オ
セ
ド
山

全
体
に
旧
石
器
時
代
の
遺
跡

が
広
く
分
布
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
石
神
井
川
の
対
岸
に

あ
る
栗
原
遺
跡
（
現
都
立
城

北
中
央
公
園
）で
も
、昭
和
三

十
年
の
調
査
で
旧
石
器
時
代

の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い

る
。旧
石
器
時
代
の
人
々
に

と
っ
て
茂
呂
遺
跡
周
辺
は
住

み
や
す
い
場
所
で
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

祭
り
」、「
ラ
ジ
オ
体
操
」、「
大

災
害
時
避
難
誘
導
・
避
難
所

開
設
訓
練
」
等
々
の
活
動
が

こ
こ
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

公
園
は
、
子
供
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
憩
い
の
場
と
し
て
欠

く
事
の
出
来
な
い
場
所
と
な

っ
て
い
ま
す
。ま
た
、平
和
公

園
に
は
令
和
３
年
３
月
に
中

央
図
書
館
が
建
設
さ
れ
、
町

会
の
環
境
も
少
し
ず
つ
整
備

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
４
月
に
は
、
東

京
都
か
ら
「
東
京
都
防
災
隣

組
認
定
証
」を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
内
に
在
る
上
板

橋
第
三
中
学
校
の
教
職
員
の

方
々
、
生
徒
さ
ん
の
協
力
を

得
て
の
訓
練
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。し
か
し
災
害
は

い
つ
発
生
す
る
か
予
測
出
来

な
い
の
で
、
日
頃
の
備
え
が

大
事
で
す
。地
域
の
介
護
施

設
と
の
協
力
、
避
難
行
動
要

支
援
者
に
手
を
差
し
伸
べ
る

等
災
害
へ
の
対
応
を
進
め
る

の
も
水
久
保
公
園
と
集
会
所

が
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

常
盤
台
支
部
長

大
室 

隆
史

　

内
容
は
、
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー

ド
、ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
、ク
ロ

リ
テ
ィ
と
い
っ
た
誰
も
が
気

軽
に
取
り
組
め
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
５
種
目
の
合
計
得
点

を
競
う
も
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め

る
よ
う
に
と
企
画
さ
れ
ま
し

た
。

　

12
月
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
会
場
中
央
に
は
巨
大
な

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
設
置

さ
れ
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
も
登

場
し
ま
し
た
。ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
の
装
飾
品
の
作
成
に

は
志
村
第
五
中
学
校
の
生
徒

た
ち
も
協
力
し
て
く
れ
ま
し

た
。木
の
板
に
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
な
ど
を
描
い
た
も
の

で
ど
れ
も
個
性
溢
れ
る
も
の

ば
か
り
で
し
た
。

　

事
業
実
施
中
の
体
育
館
に

は
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声

が
反
響
し
て
い
ま
し
た
。ま

た
結
果
発
表
で
は
、
各
学
年

１
位
の
児
童
に
記
念
品
が
贈

ら
れ
会
場
内
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
「
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
参

加
し
た
い
」
な
ど
の
意
見
が

多
く
寄
せ
ら
れ
、
地
区
内
に

か
つ
て
の
賑
わ
い
が
戻
っ
て

き
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

舟
渡
地
区
で
は
、
今
後
も

関
係
団
体
と
協
力
し
、
子
ど

も
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
実
施
す
る
こ
と
で
地
区

の
発
展
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

舟
渡
支
部
長　

植
草 

正
勝

れ
き

い
わ

じ
ゅ
く

い  

せ
き

都合により、
今号はお休みします。

ひ
　 

こ


